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静岡県大嶽鉱山マンガン鉄鉱鉱床調査報告

高畠　彰柴　東郷交雄柴　高瀬　博茉

R6sum6

Manganese　bearing　Hematite　Deposits　of　the　Otake　Mine，Skizuoka　Prefeeture

りy

Akira　Takabatake，Fumio　Togo＆H至roshi　Takase

　　　Otake　Mine　is　situated　about22km　northwest　of　the　Shizuoka　station　on　the　T6kaido

line．

　　　The　geology　of　this　district　consists　of　the　alternation　of　clayslate，chert，schalstein，・

sandstone　etc．，so－called　Setogawa　series，and　intruded　serpentine　mass　that　is　in　NNE－SSW

tectonic　line，and　el6ngated　dolerite　flow（pillow　lava）that　covers　the＄erpentine　mass．

　　Ore　deposits　occur　in　this　dolerite　flow．　Ore　deposits　of　this　mine　consist　of　Otake

deposit　group　and　IpPonsugi　（ieposit　group。　　Ore　is　composed　of　m圭cro。gra量ned　manganese

hematite。The　results　of　chemical　analyses　of　ore　are　followsゼ　．

　　　Fe　25一置36％

　　　Mn　、8－13％

1．緒　　言

戦時中本邦屈指の含マンガン鉄鉱鉱山として，中外鉱

業株式会社により稼行きれた本鉱山は，終戦後廃業され

たま、でこ＼数年間調査が行われていなかつた。

高畠・高瀬の両名は東京管内の中小企業技術指導の一

環として昭和28年10月1日より5日間，地質鉱床の概

査を行つた己、その後新鉱業権者木村達三氏の申請に基づ

く受託調査として，12月8日より8日間東郷・高瀬の両

名がさらに広範囲に亘る地表調査と鉱床精査を行つた。

以下に2「回に亘る調査結果を取纒めて報告する・なお室

内作業には物部長進の協力を得た。

2．位置・交通（第1図参照）

　5万分の1地形図．　清水市

20万分の1地勢図　　　静　岡

静岡市北西方直距離　　21～22km

静岡県安倍郡ヨま川村大字横沢・大沢。海抜600～1，000m

附近の大嶽山腹に既知鉱床が分布する。

＊鉱床部
　木村達三依頼調査
　発表許可昭和29年，2月
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第1図　静岡県大嶽鉱山位置交通図
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　　　　　　バス　　　トラツク　　徒歩
　　　静岡駅一→上助一一→横沢一→鉱山
　　　　　22km　　　　　　7km　　　　　3km

　静岡市より鉱山現場南麓まで安倍川沿いにトラツク道

路が完成しており，標高350m附近より同600m附近ま

では索道の架設を必要とする。現場には中外鉱業株式会

社時代からの鉱山用地がそあま㌧残つているIDで，今後

附帯諸設備を建設する場合には好都合である。・

　降雪は至つて少なく，年間を通じ数cm内外の積雪を

数回見る程度で，冬季作業に支障をきたすことはない・

，漢流の水は豊富で鉱山用水として事欠くことはない。

3．沿 革

　約30年ほど以前に日本鋼管株式会社が開発に着手し，

その後静岡市の小原藤太郎が坑内の探鉱に主力を注ぎ，

さらに中外鉱業株式会社に譲渡した。戦時中は数100名

の人力と機械力とによつて1番坑地並以上，4番坑地並

に至る間を露天掘と坑内掘を併用して大幸的に稼行し・

昭和10年度には年間3万t以上を出鉱した。また昭和19

年頃から1番坑地並以下を探鉱するため，本坑・中切坑・

嶽ノ腰坑等の鋸入坑道を開馨した。本坑では坑口より約

120m附近で着鉱し，『南北方向と東西方向に鑓押し，約

10m切上り等で鉱体の規模・形態・品位等を探索した程

度で採鉱はほとんど行われていない。中切坑・嶽ノ腰坑

は鎭入不充分で未だ着鉱しないま＞で掘進を中止してい

る。

　終戦と同時に坑内外に集積昏れた多大の貯鉱を送鉱す

ることもなく，放棄廃業したま＼で今日に及んでいる。

　なお本調査終了後，木村達三（東京都渋谷区神山町55

番地）が企業再開のため鉱区を設定し（静岡県試掘権登

録第4，141号），残鉱整理と1番坑地並以下の探鉱・採・

鉱を立案中である。

4。地　　一形

　本地域には，山梨県と静岡県との県境をなす十枚山

（1，719m）・真富士山（1，345m）・文珠岳（1，041m）

等を連ねる南北の稜線と，それより約20km西方で，そ

れと平行して南北に縦走する，笹山（1，763m）・勘行峯

（1，450m）．・三ツ峰（1，350m），・天狗石山（1，365m）

等の稜線とが発達し，この間を安倍川が南流する。イ六山

附近は標高約1，000mの群峯よりなり大嶽はその一つで

ある。

　ひ
　大嶽一一本杉を結ぶ：N300E方向に発達する蛇紋岩地

帯は，風化侵蝕が特に著しく，地辻り，’山崩れの地形を

明瞭に呈し，また蛇紋岩体の上部を被覆する粗粒玄武岩

熔岩の大小岩塊が斜面に崩落転在するものも一特徴であ

る。

5．地質（第2図参照）

　本地域の地質は7万5千分の1静岡図幅地質説明書，

（千谷好之助，昭和6年）に記述きれている中生代瀬戸

川統註1）に対比きれると考えられる粘板岩・チヤート・

輝緑凝灰岩・砂岩等の累層と，それらを貫ぬく蛇紋岩・

輝緑岩・安山岩，およびこれらを被覆する粗粒玄武岩溶

岩等よりなる。

　5．1粘板：岩

　黒色緻密塊状ないし暗灰色千枚岩状をなすもので，局

部的には砂岩の薄層を挾有したり，同質岩礫を包含する

ことがある。風化作用を受けた部分は脱色して淡灰色を

呈することが多い。

　5．2　チヤート

　灰白色ないし暗灰色で塊状をなすものと，数cmの間

隙で成層面に平行な割れ目の発達する層状のもの（吉村

・豊文の千枚珪岩）とがある。後者は摺曲構造の著しい地

．域に見られる現象である。チヤート層と粘板岩層との漸

移帯では，これらが縞状に互層することが多い。

　5．3　輝緑疑灰岩

　淡緑色緻密で，一見風化作用をうけた粘板岩様を呈す

るが，プ般に凝灰質で層理も明瞭である。

　5．4蛇紋岩
　大嶽一一本杉を結ぶ線上に数100エnの幅をもつて大規

模に発達するものと，鉱床周辺部で粗粒玄武岩が局部的

に緑泥石化ないしは蛇紋岩化して生じた小規模のものと

がある。前者は横沢川流域では数10m内外の幅をもつ

て粘板岩中に避入しているが，横沢川より北部地域では

これがレンズ状に肥大する。この蛇紋岩体は一本杉を経

て島田市北西方まで数10kmの間に帯状に発達する。こ

れはほとんどピコタィトよりなることが鏡下で認められ

る。地表に露出する部分はほとんど風化作用をうけ，蛇

紋岩円礫を混える緑色粘土に変化している。

　この蛇紋岩中には一本杉北部で石綿・蛍石・大沢川上

流地域でニツケル鉱を産出する所がある。

　5．5安山『岩

　横沢部落北方・大沢部落北方・腰越部落・横沢川流域

等に岩床・岩脈，あるいは岩瘤として粘板岩層・蛇紋岩

体等を貫ぬく中粒の輝石安山岩と，横沢川を横断して小

規模に分布する豪朽安山岩の岩脈とがある。後者は大嶽

一一本杉を結ぶ構造線に沿つて貫入した安山岩脈の自己

変成作用によつて生成きれたものと考えられる。

註1）湊　正雄＝地層学（1953）附図によれば古第三系（池辺展生対

　比）となつている．
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静岡県大嶽鉱山マンガン鉄鉱鉱床調査報告　（高畠彰・東郷文雄・高瀬博）
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5．6輝緑岩

　本岩は横沢川流域で瀬戸川統の輝緑凝灰岩層とチヤー

ト層の境に沿つて岩床状をなして小規模に産出し，外観

は濃緑色塊状緻密で，後述する粗粒玄武岩とはその産状．

および遊入時期を異にしている。

　5．7　粗粒玄武岩

　本岩は大嶽山頂部，一本杉北部斜面等に蛇紋岩体・粘

板岩層等を被覆して分布するい・わゆる枕状熔岩で，本地

域の含マンガン鉄鉱床の母岩をなすものである。本岩は

径1m内外以下の大小不同ゐ枕状の岩塊が同質物質で膠

着きれているものである。新鮮な部分は濃緑色緻密で，

輝石・斜長石の斑晶が顕著であるが，鉱床周辺部では赤

鉄鉱の鉱染または，含鉄溶液の浸透等によつて赤色を帯

びまた一部には炭酸化作用，珪化作用，縄雲母化作用，緑

泥石化作用，蛇紋岩化作用等をうけていることがある。

　顕微鏡下では輝石と斜長石が粗粒玄武岩様組織，オフ

イテイツク組織ないしはインターグラニユラー組織をな

し，また斜長石がスフエルリィティツク組織をなす等の

中深成ないし浅成型の変化にとむ特徴が顕著に認められ

る。破砕きれた輝右には，その割れ目に沿つて石英・方

解石・緑簾石等が脈状に貫入し，また褐鉄鉱，鉱物名不

明の結晶質不透明の鉱物等の含まれることがある．撒騰

石源と考えられる蛇紋石は認められるが，変質していな

い撒欄石は詔めちれない。斜長石はほとんど曹長石化，

絹雲母化しているが，灰長石成分に喝とむものと考えられ

る。

5．8地質構造

瀬戸川統の一般走向は：N30～40。Eで，西または東へ

30～80。傾斜し，横沢部落附近以西約2kmの間におい

ては，ほダNまぢはS落しの軸をもつて緩漫な波状摺曲

を繰返している。

　総体的にみて大嶽一一本杉を結ぶ線上には大規模の構

造線が予想きれ，あるいは西傾斜の押被せ性断層が存在

する可能性が強い。

　また本地域は大沢部落を通り耳W方向に発達する優勢

な断層と，内匠部落を通りN60。W方向に発達する断層

とによつて3大地塊に分断きれている。大嶽のすぐ西方

をN60。E方向に発達する断層面に沿つて蟷紋岩の小規

模な貫入が認められる。

　上記の大嶽一一本杉を結ぶ構造線に沿つて南延長上島

田市北方千葉山附近までの間に，蛇紋岩・粗粒玄武岩・

輝緑岩等の超塩基性ないし塩基性岩の火成活動が行われ

たことが推定きれる。大嶽g一本杉等に分布する粗粒玄

武岩熔岩の厚きは概して薄い。これは基盤が蛇紋岩のた

め，両者の境界面に沿つて辻り，粗粒玄武岩の一部が崩

壊して蛇紋岩と混つて両者の境界を不明瞭にしているの
一
で
，
遊
出 当時の熔岩流の原型・量等は推定するに足る根

拠がない。

6．鉱 床、

　鉱床は大嶽山頂部附近の1群と，一本杉北部斜面の1

群が知られている。これらの鉱床はいずれも粗粒玄武岩

熔岩中のみに胚胎する不規則塊状の群小鉱体の集合より

な畜。

　各鉱体の胚胎する層準は，両盤をなす母岩の間に岩質

上相異の見られない点，鉱体の走向・傾斜が不定等の点

から限定することが困難である。母岩は片盤が珪化，．片

盤が緑泥石粘土化していることが多く，ま・た鉱体周辺部

は母岩との間に幅数m以下の赤色細片状節理にとむ蓼土

質ないし珪質の低品位鉱の部分を挾有する。高品位鉱は

帯紫赤色脆弱で，低品位鉱とは比較的明瞭に境きれてい

る。また母岩の粗粒玄武岩と低品位鉱とも明瞭に境きれ

しかも粗粒玄武岩は枕状構造をなすため，凹凸にとむ面

で境界されるのが普通である。

　6．1’大嶽鉱床群（第3・4図参照）

　大嶽北西斜面，標高950m附近から1，070m附近にか

けて分布する1号鉱床，南斜面の同1，000m附近に転石

．の集合した2号鉱床，北東斜面の同980m附近に転石の

集合した3号鉱床が知られている。これらのうちで稼行

きれたのは1号鉱床のみで，2号・3号については，未

だ鉱床の本体は把握きれていない。転鉱石の存在状態耕

ら推しておそらく本体は比較的近距離の山頂附近に潜伏

賦存していることが考えられる。

　1号鉱床は標高900m附近から比高約30mごとに嶽

ノ腰坑免中切坑・本坑・1番坑・2番坑・3番坑・4番

坑・5番坑の8地並でかつて採鉱および探鉱用の坑道が

開坑きれているが，1番坑地並から4番坑地並に至る間

は露天掘を併用したため，各坑道は上から転落した岩塊

により圧縮崩壊し現在入坑することは，ほとんど不可能

で，坑内の模様は把握できない。

　露天掘跡からみて径10～70m程度の不規則塊状の鉱

体が大嶽三角点附近から北方約150mの幅の間にほ穿東

西に数鉱体配列しているのが確認きれる。総体的にみて

鉱床群は南西方向に落しており，最上部の露頭から本坑

地並の鉱体まで1落し方向に約200mは不連続ながらも

鉱床の存続することが確認されている。

　本坑地並ではN40。E方向に長径約40血，N20。W方

向に短径約15mの擬楕円形断面をなす鉱体に着鉱して

いるが，約10エn切上り探鉱しているのみで，下部の探鉱・

採鉱は全然行われていないので，実際の鉱体の形態・規

34一（222）
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模は把握困難である。本鉱体の東部にも幅約2mの赤色

貧鉱部を挾んで，東西に約4mの幅を有する高品位部に

逢着している。これは前記鉱体とは別鉱体の北端部を代

表するものかも知れない。これに対しては切上り坑道附

近から南西方向に掘進してみる必要がある。

　鉱体を中心として周辺部には幅2～3mの帯赤色貧鉱

部が囲饒し，その外側に南部では帯赤色珪質の粗粒玄武

岩，北部では蛇紋岩に漸移している。

　中切坑・嶽ノ腰坑・5番坑では着鉱していないので，

1号鉱床群の最上部および下部の模様は不明である。

　2番坑地並から4番坑地並にかけての露天掘箇所には

若干の掘り残きれた鉱体の断片がみられる。盤との境界

は比較的明瞭であるが，部分的には漸移状態のこともあ

る。一般に母岩は枕状構造と熔岩組織を残したま＼で赤

鉄鉱が鉱染したり，縞状に浸入しているのが普通であ

る。

　鉱体の肥大部でも西端は急激に尖滅する傾向が坑外で

観察できる。単位鉱体間ははねこみによつて連絶されて

芋ずる状をなすか，あるいは本坑地並におけるように2

〉
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鉱体間に低品位鉱の薄層を介在して並列することが多

い。

6．2　一本杉鉱床癖（第6図参照）

横沢部落西方直距離約2kln附近にいわゆる一本杉鉱

床がある。本鉱床は僅に露頭部を露天掘した程度で全然

未開発のため，規模・形態等は推定の域を出ない・

本鉱床も枕状粗粒玄武岩中に胚胎する塊状ないしレン

ズ状鉱体よりなり，露頭部では西へ30～40。傾斜する・

走向延長15～20m，傾斜延長数10m，幅3～5m程度

の規模が見込まれる。

鉱体は露頭部においてはN－S系の群小正断層によつて

切断され，1m内外の落差で階段状を呈する傾向が認め

られる。鉱体の上下盤には幅0。5～0．7mの千枚質赤色

の低品位部を挾有し，さらに枕状構造を有する帯赤色な

いし帯緑色の粗粒玄武岩に直接する。時には帯赤色低品

位部と粗粒玄武岩との境界部に著しく擾舌1をうけた輝緑

凝灰岩層が介在することがある。

　なお横沢部落より一本杉に通じる道路の横沢川南方約一

500m附近に転鉱石が若干みられ，また附近に既知鉱床

周辺の母岩と岩相上類似する粗粒玄武岩の分布も顕著で

あるから，将来の探鉱いかによつては附近に新鉱床探知

の可能性があるものと考えられる。

問の鉱石鉱物の共生・構造・組織の変化を模式的に示せ

ば第1表の通りである。

第1』表

位置

①

②

③

主要鉱
石鉱物

赤鉄鉱
硬マン
ガン鉱

赤鉄鉱

脈石鉱物

石英・方解石・緑

泥石・蛇紋石

君英・方解石・緑泥

石・緑簾石・蛇紋石
・黄鉄鉱免黄銅鉱・

自然銅

組織・構固
見込品位

微粒緻密，
塊状，均質

細片質節
理，微摺曲

構造を伴
なうこと
がある

オフイテイ
ツク組織，

枕状構造

Fe30～
　36％
Mn7～
　13％
Fe25～
　30％
Mn5～1
　10％

7．鉱　　石

鉱石（上鉱）品位は大略Fe27～33％，Mn3～9％，

SiO215～20％，PO．4～0。7％，SO～0．3％，CaO3～12

％，A12033～6％，MgO1～3％である。本調査中に採

集した試料についての分析結果は第2表の通りである・

第2一表

No．

鉱石は赤褐色ないし帯紫赤色を呈し，塊状緻密で，微’

粒均質である5酸化帯では鉱石の節理面に沿つて黒色酸

化マンガン鉱の薄膜が生成されている。良質爾鉱石は脆

質で，破砕片は稜角にとむ。また黒褐色を呈し光沢の強

いことも良質鉱石としての1っの特徴である・

　　　　　　　　　　　　　　も貧鉱は珪質のものと軟性磐土質のものとがあり，色彩・

光沢・硬度等の物理的特性および，脈石混入状態等によ

り良質鉱石とは見掛けの上でも容易に区別することがで

きる。　　　　　　　　　　　　・
　鉱石の條痕色はすべて赤褐色である。　　　　　　　’

　主要鉱石鉱物は赤鉄鉱と硬マンガン鉱で，母岩と鉱体

の接触部附近では方解石・緑泥石・緑簾石・石英・黄鉄

鉱・黄銅鉱・自然銅等の脈石鉱物を伴なう。

　本坑地並における鉱体中心部より周辺部，母岩に至る

1

2

3

4

Fe
％

35，16

30．24

33．28

28．24

Mn
　％

8．60

12。60

9．56

9．31

Fe＋Mn
　　％

43，76

42．84

42．84

37。55

資料採取場所

卑
3

ノ

・’●陶

2　　、

鉱体
　　　み鉱体
　　！　　一一つ，∠一1臼　　　　　　　　　一一一一7
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第7図　本坑地並資料採取見取図

本坑南鋸入西壁

本坑南鎖入引立、

1番坑坑口上部（2番坑地
並）貯鉱場

同上（低品位鉱）

分析者地質調査所化学課
分析年月日　昭和28年12月24．日

8．，開発上の問題および探鉱方針

8．1　大嶽鉱床群（第3・4図参照）

1）　第1鉱床附近の坑外には相当量の貯鉱が集積きれ

七おり，しかもその分析結果をみても一応商品価値があ

るものと考えられるので，各貯鉱場ごとにその数量を概

算してみた。径30cm内外，10～5cm，3cm内外の3種

類の塊鉱とそれ以下の粉状鉱区とに大別されるが，それ

らの合計量は第3表の通りである・

2）　1番坑地並以上，4番坑地並に至る間で・旧坑取

開作業の容易なものを1坑道は取開けて坑内調査を試み

ることが将来の探鉱方釧をたてる上に有意義である。

　3）本坑および中切坑についてはさらに東部に掘進し

1番坑地並東富鉱体の下部を探鉱してみる必要がある。

それと同時に本坑地並で逢着している富鉱体に沿つて上

下に掘進してゆくこと。本坑の東部高品位部は西部高品

37一（225）　一
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第3表

品位別

高品位鉱

　〃
〃

〃

〃

〃

貯鉱場別

4番坑地並
3
3
2
1
1

〃

〃

〃

〃

〃

（1）’

（2）

（1）

（2），

高品位，鉱計

低品位鉱計．
総 計

貯鉱量
　（t）

4，500

600

1，000

6，500

6，000

700

19，300

7，000

26，300

備 考

見込死重3．5

孔隙率30％
　　〃

〃

〃

〃

〃

2）一本杉と横沢川との中聞の斜面に転在する転鉱石

についても，大嶽2号・3号鉱床と同様の探査法により

吟味すれば，さらに本鉱床群の範囲が拡大されるものど

考えられる。

〃

〃

〃

8．結　　語

高品位鉱とはFe＋Mn40％以上・

低品位鉱とは　　〃　　30％以上

位部とは別鉱体のおそれがあるから，東切上坑道附近か

ら南西方向に鑓押してみるこ・とによりさらに発展性が予

想きれる。

4）本坑地並から切下り，中切坑地並附近まで発展す

るまでは嶽ノ腰坑は稼行しない方が安全である。

5）坑外の探鉱としては，大嶽三角点北東直距離約

350m附近および同南方約200m附近の斜面等に転在す

る3号鉱床・2号鉱床の本体をつきとめることが肝要で

ある。いずれも脆弱な鉱石であるから長距離にわたる転

位とは考えられない。場合によつては周辺の地形を考慮、

して表土剥ぎを試みることが大切で，その結果露頭の本

体が判明すれば，大嶽鉱床群の賦存分布等も解明され，

未知鉱床に対する将来の発展が期待きれる。

、8．2』一本杉鉱床群

準）　さしあたり現在確認されている露頭部より傾斜方

向に採鉱しつつ，西延長上の探鉱を試みるほかない。

本地域の鉱床は中生代瀬戸川統堆積後の地穀変動に関、

係するNNIE－S6W方向の構造線に沿つて行われた火

成活動に伴なう蛇紋岩遊入体を基盤とし，その上部に遜

出した粗粒玄武岩の熔岩中に不規則な形態をもつて配列

する群小鉱体の集合よりなる。今回の調査により鉱床は

蛇紋岩との境に近い枕状熔岩（粗粒玄武岩）中のみに胚

胎することが判明したから，将来φ探鉱範囲をこれに限

定集i約しても差しつかえないものと考えられる。

径10～70mの単位鉱体が落しの方向に数⑳Q卑断続

することが判つたが，鉱体の上下盤が岩相上類似してい

るため，鉱床の胚胎する層準を厳密に決定する手段がな

く，探鉱上種々な困難を伴なうとともに，鉱床成因論に

も決定的論拠をうることが難かしい。一般に母岩と鉱体

の境界が明瞭で，局部的に交代作用を伴なう部分も認め

ちれ，母岩と同時生成か否かについてはさらに将来の研

究にまたねばならない。

　　　　　　　　　　（昭和28年10月調査）
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